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術
づ
み
宿
多
く
・
傾
城
御
免
あ
り
。
ま
た
中
河
原
町
・
野
町
共
の
外
所

k
k
風
呂
箆
あ
っ
て
‘
湯
屋
と
名
づ
け
て
削
減
を
置
候
よ
し
。
然
る

に
，
次
第
に
抑
只
叉
は
議
蹴
出
来
、
か
た
ん
¥
人
筑
あ
し
く
相
成
候
に

付、

股
敷
御
指
止
に
成
候
よ
し
。
と
あ
り
。
鑑
尾
紀
に
、
浅
野
川
一

舵
一
備
の
川
下
に
あ
げ
場
と
て
、
架
時
共
の
外
能
登
近
郷
の
材
木
等

を
引
訓
郡
り
、
変
に
て
上
ぐ
る
た
り
。
此
の
溢
い
に
し
へ
川
E
捌
ひ
ら

昔
、
材
木

E
ば
川
よ
り
引
上
ぐ
る
よ
り
惣
名
と
は
な
り
ぬ
。
と
い
へ

り
。
改
作
所
怒
記
に
絞
せ
た
る
寛
文
五
年
凶
月
の
使
容
に
、
架
q

崎
古

橋
よ
り
大
河
端
村
折
戸
迄
、
道
程
拾
凹
町
四
拾
問
、
大
河
端
村
折
戸

元よ
称り
十 坊!
三 川
年之
の下
伺札
益之
草木
施ま
集で
に ニ

銅六
JlJ PIJ 
と J
い l回

会旦
た拾
り聞
の l町

EE f 
に，、=

~H 
与 O

W‘ーー-
L 

T 
V 

回
附
な
く
や
夜
る
は
ふ
っ
て
も
ふ
ら
い
で
も

;({I. 

紫

i¥ 

間
民
安
五
年
七
月
合
所
横
目
の
言
上
牲
に
.
岸
十
右
街
門
に
御
頂
け
之

御
叫
陶
磁
扱
候
に
付
、
台
所
よ
り
銀
子
割問
取
修
絞
殺
し
た
る
よ
し
紀
減

す
。
此
の
御
船
と
あ
る
般
は
、
若
し
く
は
捌
川
の
御
陵
船
主
ら
ん
か
。

ち

ら

/

¥

月

の

う

つ

る

摘

の

秘

紫
附
し
の
反
り
が
ま
へ
忙
羽
織
沼
て

'"1 

益

資
陀
然
る
・
な
ら
ば
、
利
常
卿
の
時
よ
り
姑
小
屋
を
建
泣
か
れ
、
御
座

舶
を
ば
変
に
繋
が
れ
し
事
知
ら
れ
け
り
。
綱
紀
卿
の
時
に
至
り
て

は
、
改
作
所
都
紀
K
M叫
せ
た
る
立
文
五
年
二
月
の
叫
世
間
陀

明
朝
六
つ
に
大
野
口
ね
御
路
川
叫
に
被
v
成
一
日
御
出
-
候
閥
、
可
ν
被
ν
得一匙ハ

意
-
候
。
御
召
舟
共
外
御
供
舟
二
三
般
程
被
ι
寄
出
血
-
4

ん
に
候
。
以
上
。

二
月
七

日

4却

m 

所

岩手

橋
本
治
部
左
術
門
殿

林

寸
左
衛
門
殿

以
下
略

右
は
、
そ
の
か
み
金
深
堀
川
わ
た
り
の
俳
庵
に
て
の
奥
行
の
伺
な
る

べ
し
。

O
堀
川
藩
侯
御
座
鈷

同
六
年
九
月
の
書
簡
に
、

大
野
筋

h
御
阪
野
之
刻
、
掘
川
越
向

h
御
山
描
師
等
被
v
雄
候
節
‘
舟
無
v

之
手
支
い
た
し
候
問
、
御
召
舶
之
内
一
般
槌
屋
町
端
之
川
に
鵠
v

受

置
、
殿
様
御
通
之
刻
、
御
叫
酬
に
つ
ピ
昔
、
右
之
鰍
抑
制
川
下
h
廻
し
可
'

被
ν
申
候
。
以
上
。

九
月
十
丸
日
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松
原
八
郎
左
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門
殿
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